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INFORMATION



　今年も、古河アマチュア無線クラブは大勢のクラブ員・家族で参加しました。

2010年に大子町で開催され、引き続き県北地区大子町で大子アマチュア無線クラブのお世話になりでの参加です。

参加者総勢１００名を超え、大子町森林研修センターでにぎやかに開催されました。

参加にあたり、古河クラブは事前に会場の下見をするなどして、準備を進め24名（大人18人子供6人）の参加です。
例年は、テント・バンガローの宿泊でしたが今回は研修センターの宿泊施設を利用で、そば・うどん・天ぷらの調理もセンターの調理室を使い、食事は食堂で行ないましたが、やはり会場全体が見えない中での夕食は、今一のところが有ったようです。

それでも、子供たちは宿泊施設の部屋割りに関係なく、子供全員が一つの部屋に集まり、大いにはしゃいで寝た模様です。

合同ミーテイングは開会式にあたり夕刻から霧雨模様で、開催ホストの方々は気遣いしたと思いますが、セレモニーを済ませ、イベントでは大人子供皆なで、ビンゴゲーム・ジャンケン大会などで賑わい、時間がたつのを忘れる程でした。

翌日は、子供たちを中心にスイカ割りゲームを行い閉会となり、古河クラブはテントの撤収後、袋田の滝を観光し、関所の湯温泉で２日間の汗を流し、２時間ほど休憩して帰路となりました。

最後に、夕食の支度では参加の女性方々、うどん・そばの調理をされた方々大変お疲れ様でした。クラブ活動に協力いただき、有難うございました。来年も宜しくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　ＪＩ１ＷＬＢ　杉山
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	当番ありがとう
	おおはしゃぎ！
	やったぜ！
	袋田の滝
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　毎年恒例の日本のアマチュア無線界最大のイベント「アマチュア無線フェスティバル　ハムフェア2012」が東京ビッグサイトで8月25・26日　約33,000名の来場者を迎え開催されました。


茨城県支部は、埼玉県・栃木県支部と共に「工作教室」を担当し、今年は茨城県の当番のため「受付・会計」が中心で、製作指導は行いませんでしたが概要報告をいたします。
今年の工作教室では次の3点を準備し、大好評の為両日共午前中に完売。
●AMラジオ（500円）　埼玉県支部提供


●モールス練習器兼簡易地震検警報器(1,000円)　　ミズホ通信機提供


●スパイダ～中波ラジオ(1.500円)
　KARL提供

「AMラジオ」は夏休み工作課題に利用できそうな、一辺約20㎝のポリダンボールに8回程線を巻いたANTを作成し、ハンダづけ不要のブロックに部品と共に差込み完成。


「モ～ルス練習機兼簡易地震警報器」の警報部分は吊り下げた金属対が振動で揺れを感知し発振音を発生させるものでした。・・震度が出るんですか?と言う質問が多くあり。
「スパイダ～中波ラジオ」は韓国連盟（KARL）提供のもので、昔懐かしいスパイダーコイルを巻き、既に完成している基盤と接続し完成です。基盤が「蜘蛛（スパイダー）」の形をしており、アイデアには感心しました。KARLから日本語理解出来る方と数名で製作指導にあたっていました。


古河クラブの目玉事業の一つ、東公民館で十数年続いた「こども科学塾」も中断して数年が経ちます。心の隅で再開を願っているのは私だけではないでしょう。
さて、科学創造立国日本の将来を担う子供たちの「理科離れ」は深刻な社会問題となっており、8月に実施された小中学生学力テストに理科を追加するなど対策が試みられました。そのような中「モノづくり」を通して「理科大好き子供たち」を育成のため、平成24年4月、栃木市と日立栃木グループ3社のご支援を得て、先輩格のNPO法人日立理科クラブ(平成21年5月、茨城県日立市)の指導を受けながら「日立栃木理科クラブ」を設立致しました。
　本クラブは「ボランティア精神」に基づく活動を基本とし、日立グループ3社の出身者の賛同と協力を得て「子供たちに科学の夢を･・・」をスローガンに、理科教育支援として「モノづくり教室」を展開しています。
教室は東武線新大平下駅東口前の日立建屋を借用、第2、第4土曜日の午前9時～12時半に２クラス(16名/クラス)で計32名、対象児童は小学3年生～6年生で栃木市の全27小学校で約5,400名の児童たちです。本クラブの会員数は52名(８月現在)で運営しています。
募集は市校長会で説明し対象生徒全員へ募集チラシを配布、市広報誌への募集記事の掲載等を実施。4月～８月の実績は応募者数409人で受講者数233人と大変盛況、9月からの募集を一時中止し全応募者の受け入れを計画しています。
授業は30分を講師による課題の科学的説明に当て、1時間をモノのづくりと成果の確認や感想文に当てます。児童2人～3人にインストラクター1人を配置し丁寧に指導しています。子供たちも原理が解った、面白かった、また参加したい等々好評です。
当面は「モノづくり教室」の実績を積み、小学校の理科授業支援のお手伝いに人材(理科室のおじさん)の派遣が出来るよう研究中です。また、本クラブの活動を拡大していくためにもNPO法人化も課題として取り組んでいます。
　一昨年の12月に設立プロジェクトをスタートさせ、約１年半掛りましたが、古河クラブでの「こども科学塾」の経験が大変参考になりました。冒頭に書きましたが理科離れの時、古河市教育委員会も同じような動きが再スタートし、古河クラブの事業計画に
「こども科学塾」の予定が組まれることを切に願っている一人です。

　６月２６日、新法人になって最初の社員総会に出席しました。概要はJARL WEBにて参照願います。
私の席は議長席に向かって横12列・縦11列の左端最後尾。全体が見渡せました。後ろは報道席で「内職」はできません。井口さんは２列前。
従来の総会同様に事前に質問・意見を「準備書面」で提出できて、今回は15名が提出。

これだけを消化するだけで大変な時間を消費し、他の質疑・意見陳述は不可でした。

　理事選任議決では「支部の要否」を前候補が表明するという一幕を経て、一人一人の賛否を挙手で議決。４名の候補が否認されました。奇しくも「広報の履歴欄が空白」の方とか。
JARLの選挙は候補者の経歴や所信の広報が不十分だと思います。「学歴や職歴」などは「法人の理事であるからには公人だから明らかにすべき」という考えと「アマチュア無線には学歴・職歴は無関係」という考えがあるようです。私はどちらかというと後者の考えですが、アマチュア無線に関する経歴・考えをもう少し公表していただきたいと思います。
今回の選挙・選任に当たっては、インターネットで各候補の情報を検索し参考にしました。

それにしても全国や地方本部で当選された候補が、社員によって拒否されるという、どうもスッキリしない気持ちではありました。ただし、私も権利の行使はしました。
これにより本部長不在の地方が生じ「理事の中から地方本部長を選任」することになりました。定款・規則に地方本部選任理事候補が否決された時の対処が規定なくこうなりました。
　初の社員総会でしたが、従来の総会同様、質問・意見がいろいろ出ます。総会だけでなく、日常の活動の中で意見を述べ、自ら行動してほしいものだと思います。支部・地方本部で活躍できる場は十分にあると思っています。

JA1JEJ　RTTY(PSK31)にはまりつつ・・・・。新しい挑戦開始。

JA1HHF　CQマシンにHeyHeyFow(HHF)を命名。OI-Keyに続きコールサインを折込む。

JA1QAI　オールアジアコンテストでDXコンテストに初挑戦。今後の活躍に期待。

JR1UTI　D-STAR宣教師の活動は続く。
デシベル(dB)ってなんだ？[続編]　JH1WFK　深津
　前回は、デシベルという単位を使うと、何千倍・何十万倍や何千分の１・何十万分の１という大きな桁数の数字を２～３桁の数字で表すことができると説明しました。
そして、db=10×log(倍数又は小数)で計算できるとしました。ただし、この式が当てはまるのは、電力（仕事）についてでした。

やっかいなのは、電流や電圧（電界強度）で利得や損失を評価する時は、電力に換算してdBを計算することになっていることです。dB=20×log(倍数又は小数)　なのです。
そして「負荷が同じインピーダンス（抵抗）である」ことが条件です。
簡単な例：入力・出力インピーダンスともに10Ω　入力電圧1V  出力電圧10Vのアンプ。
このアンプの利得は入力電力 12/10＝0.1W　出力電力102/10＝10W  利得：100倍＝20dB 。
電圧を比べると10倍ですから20×log10=20 db と計算し、電力での計算と合います。
ある電波をダイポールで受けたら1mVの電圧が出た。八木アンテナで受けたら3mVの電圧が出た。どちらもインピーダンス50Ω。八木の対ダイポール利得は何dB？ 

電圧比 3mV/1mV＝3倍だから　dB=20×log(3)＝20×0.47＝9.４dB ということになります。
ちなみにアンテナの対ダイポール利得をdBdと表します。
アンテナのカタログに「利得○○dBi」という表記があります。dBiとはｱｲｿﾄﾛﾋﾟｯｸｱﾝﾃﾅ （理論上の標準アンテナ）に対する利得です。dBiはdBdよりも大きくなります（+2.14dB）。
カタログに利得2.15dBiのGPがありますが、垂直DPと差はないということですね。
　そのほか、主に以下の単位があります。興味ある方はWeb等で調べてみてください。
dBm は基準ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ(AF:600Ω HF:75Ω)で1mWを基準にした絶対値。10dBmは10mW。
dBvは主に低周波で使われる600Ω1mW＝0.775Vを基準とした絶対値。20dBvは7.75V。
dBμは無線周波で使われる、1μVを基準とした絶対値。終端条件等違いがあり要注意とか。
今後の主な行事

	期日
	行　　事
	場　所
	期日
	行　　事
	場　所

	10/14
	支部会議
	那珂市
	12/ 1
	クラブ忘年会
	

	10/21
	定例ミーテイング
	つつみ館
	12/16
	支部運営委員会
	

	10/28
	文化祭公開運用
	総合公園
	1/12
	支部会議
	県西

	11/10
	科学の祭典
	広域運動公園
	1/12
	支部賀詞交歓会
	県西

	11/10
	防災・非常通信訓練
	日立市・全県
	 1/20
	定例ミーテイング
	つつみ館


※ＣＱマシン「ヘイヘイホーHeyHeyFow」の製作会を企画中。


今号へはいくつかの投稿をいただきました。今回未掲載があります。次号をお楽しみに。

次号は新年号です。是非、会員各位の原稿をお寄せください。アマチュア無線に無関係な記事（趣味道楽）も歓迎です。
JA1ECS 田川
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スパイダー中波ラジオ





子供たちに科学の夢を・・　「日立栃木理科クラブ」設立　　











ビッグサイトで見つけるハムの未来	ハムフェア2012　





第１回JARL社員総会参加　初めての開催で規則などの不備が・・・　 JH1WFK 深津





JH1NXU 井口





編集後記





各局短信








